





























































































































































































４　この 10 年間の成果と次の 10 年に向けての活
動の構想
　発足した2002（平成14）年６月当時は会員100
名程度であったが、現在、約５倍の500名になっ
ている。今後さらに増加することを期待したい。
次の10年に向けての活動については、「地域予防
リーダー養成講座」（いきいきシニアの次のリー
ダー育成）や「10周年記念誌」発刊を企画している。
Ⅳ　今後の課題
１　会員増強について
　９年前の発表で、筆者は会員1000人達成の目標
を提案した。このときの東村山市の高齢者の４％
に相当する数字である。現在の会員は、約500名
なので、あと10年かけて1000名を目標とすること
を改めて提案したい。
　この目標を達成するにはかなりの努力が必要と
なろう。第一に、会員の健康の維持増進と会員へ
の声かけが会員維持・増強の大きな要素である。
というのは、高齢者の会員が多いことから、入会
者は毎年一定数あるものの、亡くなられる方がい
たり、身体的な理由などから外出が困難になり、
そのまま退会につながっていると見られる会員も
いるからである。第二に、「団塊の世代」の取り
込みが鍵になるのではないかと考える。ただし、
「団塊の世代」は、価値観が多様であり、自己主
張も強いとされており、すんなり「福祉の世界」
へと転身してはいない。したがって、「団塊の世代」
全員が高齢者となる2025年を目処に何らかの仕掛
けをして行くことが求められる。
２　行政とのかかわり
　行政とのかかわりは非常に微妙ものがある。任
意団体に対する財政的な援助は期待できないし、
また、そうすべきでもないと考える。しかし、行
－ 111 －
事を開催するには会場が絶対条件でもあるので、
環境整備を通じて援助していただくとよいのでは
ないかと考える。
　また、Ⅲ―３項で指摘したように、「いきいき
シニア」が社会資源の一つになっており、介護保
険制度における「介護予防プログラム」が必ずし
もうまく機能していないということを考えると、
シニア層がこの種の活動に参加することが介護予
防につながると考えられる。このようなことから、
例えば、地域福祉計画に位置づけるなど、バック
アップするように行政に働きかけることも一案で
はないかと考える。
３　「ねこの手」のあり方
　９年前にも課題として指摘した「ねこの手」は、
介護保険サービスなどの公的サービス以外のサー
ビス提供を目的として、着実に進展してきた。
2010（平成22）年までに萩山町など９つの町の利
用者の依頼経路をみると、多い順に、地域包括支
援センター 18件、利用者本人10件、民生委員７件、
ケアマネジャー５件、社会福祉協議会４件、在宅
介護支援事業所４件、その他３件、計51件となっ
ている。一人暮らし高齢者や認知症高齢者が増え
るなか、介護保険制度のサービスでは対象になっ
ていないサービス（例えば、足が不自由でゴミ出
しができない）への対応は地域の課題となってい
る。行政もこれらの問題に目を向けるように働き
かけることが必要であると考える。
４　他団体との交流の促進
　筆者は、９年前に「いきいきシニア地域福祉学
会」を提案した。これは地域住民と教育機関（大
学や高校など）との交流を意図したものであった。
　2007年、当時の「東京都老人総合研究所（介護
予防緊急対策室）」（現在は「東京都健康長寿医療
センター（介護予防緊急対策室）」）主催で始まっ
た「介護予防リーダー養成講座」は、現在も続い
ているが、この講座を通じて、いきいきシニアは
他団体との交流も企画されている。
　「いきいきシニア」は、いわゆるシニアを対象
としているが、世代を超えた若年層との交流を検
討することを提案したい。もちろんベースはシニ
ア同士の交流ではあるが、プログラムのなかに、
幼稚園・保育園・小学校・中学校などとの交流を
加えるのである。これが実現すれば、「老若男女
共同参画社会」のミニ版が実現することになろう。
　「いきいきシニア」は、多数の実習生を受け入
れているが、筆者による第50回大会での発表を通
じて、参加者が関心をもち、「いきいきシニア」
との交流へと発展していくように期待したい。
Ⅴ　社会福祉研究大会「高齢者への支援」分科会
でのコメント・質疑について
１　村川浩一先生（助言者）のコメント
（１） 　会員増強の一環として、「いきいきシニア」
におけるシニアとは中高年を意味しており、
50歳台のシニアの取り込みも一案ではない
か。ただし、現役世代であるから、彼らの
ニーズに応えるようなプログラムも必要にな
ろう。
（２） 　「ねこの手」活動に関しては、社会貢献活
動にもつながっており、関係者の自主性・自
発性が期待されている。運営面で苦労されて
いるようであるが、「地域包括支援センター」
との連携を検討してはどうか。
 （３） 　「団塊の世代」の取り込みについては、他
の市町村でも研修プログラム・講座などが
開催されているが、その後の活動には濃淡
がみられる。いきいきシニアは、「老人クラ
ブ」との違いを鮮明にすることも一案であ
ろう。「2015年問題」に関連し、「団塊の世代」
の全員が高齢者となる2015年を目処にいか
に彼らを取り込めるか、数年後に改めて本
学会で発表することを期待したい。
２　フロアからの質問と回答
（１）　質問： 恩多町の民生委員をしており、ある
住民のニーズを「ねこの手」のサー
ビスにつなげたが、サービス提供者
（サポーター）が少ない（しかも80
－ 112 －
歳台？）ように思われる。恩多町に
は何人いるのか？他の町の状況はど
うか？
　　　回答： 恩多町のサポーターは１人、多い町
としては、萩山町10人、富士見町７
人、美住町７人、栄町５人などとなっ
ている。サポーターの数を増やさな
いと、ニーズに応えられない面があ
る。本件は持ち帰って、いきいきシ
ニアに話をつなげたい。
（２）　質問： 「いきいきシニア」のような活動は
他の市町村でもあるのか。
　　　回答： 市町村ごとにそれぞれの地域特性を
生かした活動を行なっている。例え
ば、西東京市では、西東京市社協ベー
スの住民懇談会（小学校区単位）が
あり、千葉県の柏市では市民保健セ
ンターベースの「おせっ会活動」（町
単位）などがある。
Ⅵ　おわりに
　助言者およびフロアから言及のあった「ねこの
手」活動に関し、２点述べる。
　第１点は、虚弱高齢者へのゴミ出し支援に関し、
他市の事例を紹介したい。筆者が住んでいる西東
京市のゴミ回収の方法は個別回収である。また、
神奈川県鎌倉市では、原則として約10戸単位ごと
のグループ回収であるが、ゴミ出しが困難な虚弱
高齢者については、自宅前に出しておけば個別回
収を行っている。東村山市のゴミ回収方法は個別
回収であるが、市と委託業者の契約では、集合住
宅については、集積場に出さなければならない。
虚弱高齢者にとっては、これがきついとのことで
ある。ゴミ出しが困難な虚弱高齢者を対象に、個
別回収を行政に働きかけることも一案ではないか
と考える。
　第２点は、助言者からコメントいただいた「地
域包括支援センター」（以下「支援センター」と
いう）との連携に関してであるが、実は既に行っ
ており、昨年度の実績では年間18件（合計51件中
最大）が支援センターから「ねこの手」への依頼
であった。ただし、逆に、「ねこの手」から支援
センターに情報を提供する場面もあると思われる
ので、情報交換を含め両者の関係強化を図ること
が大切であると考える。
